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【手続補正書】
【提出日】平成25年3月25日(2013.3.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　以上の課題を解決するため、請求項１に記載の発明は、図形表示装置において、
　図を表示させる図表示制御手段と、
　ユーザ操作に応じて補助線を描画表示させる補助線描画制御手段と、
　前記図と前記補助線とを組み合わせた組み合わせ図形から抽出可能な複数の図形の何れ
かを、ユーザ操作に応じて指定図形として指定する図形指定手段と、
　ユーザ操作に応じて四則演算記号の何れかを指定演算記号として指定する演算記号指定
手段と、
　面積計算式として、前記指定図形と前記指定演算記号とを並べて表示させる数式表示制
御手段と、
　前記面積計算式による計算対象の図形を前記組み合わせ図形内で識別表示させる数式対
応領域識別表示制御手段と、
を備えることを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明によれば、図が表示され、ユーザ操作に応じて補助線が描画表示され、図と補助
線とを組み合わせた組み合わせ図形から抽出可能な複数の図形の何れかが、ユーザ操作に
応じて指定図形として指定され、ユーザ操作に応じて四則演算記号の何れかが指定演算記
号として指定され、面積計算式として指定図形と指定演算記号とが並べて表示され、面積
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計算式による計算対象の図形が組み合わせ図形内で識別表示されるようになっている。す
なわち、ユーザに補助線を入力させることができるとともに、ユーザに指定図形や指定演
算記号を指定させることができるため、補助線の入れ方や計算の過程をユーザに考えさせ
ることができ、学習効果を高めることができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　図を表示させる図表示制御手段と、
　ユーザ操作に応じて補助線を描画表示させる補助線描画制御手段と、
　前記図と前記補助線とを組み合わせた組み合わせ図形から抽出可能な複数の図形の何れ
かを、ユーザ操作に応じて指定図形として指定する図形指定手段と、
　ユーザ操作に応じて四則演算記号の何れかを指定演算記号として指定する演算記号指定
手段と、
　面積計算式として、前記指定図形と前記指定演算記号とを並べて表示させる数式表示制
御手段と、
　前記面積計算式による計算対象の図形を前記組み合わせ図形内で識別表示させる数式対
応領域識別表示制御手段と、
を備えることを特徴とする図形表示装置。
【請求項２】
　請求項１記載の図形表示装置において、
　ユーザ操作に応じて乗数として自然数を入力する乗数入力手段を備え、
　前記指定演算記号として乗算記号が入力されるとともに、前記乗数が入力されると、当
該乗算の対象となる前記組み合わせ図形内の図形を乗算対象図形として特定し、当該乗算
対象図形と合同の図形を前記組み合わせ図形内から検知する乗算合同図形検知手段を備え
、
　前記数式対応領域識別表示制御手段は、前記乗数から１を引いた値を乗算合同図形個数
として特定し、前記乗算合同図形検知手段により検知された図形の個数が前記乗算合同図
形個数以上である場合に、前記乗算対象図形と、前記乗算合同図形検知手段により検知さ
れた図形のうちの前記乗算合同図形個数分と、を識別表示させることを特徴とする図形表
示装置。
【請求項３】
　請求項１または２記載の図形表示装置において、
　ユーザ操作に応じて除数として自然数を入力する除数入力手段を備え、
　前記指定演算記号として除算記号が入力されるとともに、前記除数が入力されると、当
該除算の対象となる前記組み合わせ図形内の図形を除算対象図形として特定し、当該除算
対象図形に抽出可能な複数の図形が含まれる場合に、当該除算対象図形から互いに合同な
図形を検知する除算合同図形検知手段を備え、
　前記数式対応領域識別表示制御手段は、前記除算合同図形検知手段により検知された図
形の個数を前記除数で割った値を除算合同図形個数として特定し、前記除算合同図形個数
が自然数である場合に、前記除算合同図形検知手段により検知された図形のうちの前記除
数合同図形個数分を識別表示させることを特徴とする図形表示装置。
【請求項４】
　請求項１～３の何れか一項に記載の図形表示装置において、
　前記指定図形の面積を計算する指定図形面積計算手段と、
　前記指定図形面積計算手段による計算結果を表示させる指定図形面積表示制御手段と、
を備えることを特徴とする図形表示装置。
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【請求項５】
　請求項１～４の何れか一項に記載の図形表示装置において、
　前記指定図形が指定されると、当該指定図形の面積を計算する際の補助となる計算補助
情報を表示させる計算補助情報表示制御手段を備えることを特徴とする図形表示装置。
【請求項６】
　請求項１～５の何れか一項に記載の図形表示装置において、
　前記指定図形の面積を計算するための指定図形計算式を、ユーザ操作に応じて入力する
計算式入力手段と、
　前記指定図形計算式の正誤を判定する判定手段と、
　前記判定手段による判定結果を表示させる判定結果表示制御手段と、
　前記判定手段により前記指定図形の面積を計算するための指定図形計算式が正解である
と判定された場合に、当該指定図形の面積を計算した結果を表示させる正解図形面積表示
制御手段と、
を備えることを特徴とする図形表示装置。
【請求項７】
　コンピュータに、
　図を表示させる図表示制御機能と、
　ユーザ操作に応じて補助線を描画表示させる補助線描画制御機能と、
　前記図と前記補助線とを組み合わせた組み合わせ図形から抽出可能な複数の図形の何れ
かを、ユーザ操作に応じて指定図形として指定する図形指定機能と、
　ユーザ操作に応じて四則演算記号の何れかを指定演算記号として指定する演算記号指定
機能と、
　面積計算式として、前記指定図形と前記指定演算記号とを並べて表示させる数式表示制
御機能と、
　前記面積計算式による計算対象の図形を前記組み合わせ図形内で識別表示させる数式対
応領域識別表示制御機能と、
を実現させることを特徴とするプログラム。
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